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1 . は じめ に

本 研 究 は, 音 楽 の授 業 にお け る生徒 の苦 手 や 困難 さ に着 目 し, 生徒 が安 心 して学 習 参 加

で き る授 業 づ く りを め ざ した もの で あ る。 そ の うえで, 生 徒 理 解 の視 点及 び効 果 的 な指 導

方 法 を明 らか にす る こ とを 目的 と した。

そ こで 、 中学 校 音 楽 科 の学 習 内容 で あ る 2 領 域 4 分 野 全 て に着 手 し, ユ ニバ ー サ ル デ ザ

イ ンの視 点 を手 が か りに授 業 実 践 を行 った 。A 中学 校 で は, 器 楽 分 野 の ギ タ ー譜 の作 成 と

鑑 賞 分 野 を, B 中学 校 で は歌 唱分 野 , 創 作 分 野 をそ れ ぞ れ 扱 い, 成 果 と課 題 を考 察 した。

2 • 研 究 の背 景

平 成 29年 告 示 中学 校 学 習 指 導 要 領 で は, 表 現 の創 意 工 夫 や 音 楽 に対 す る価 値 観 を深 め る

こ とで, 知 覚 ・感 受 の一 体 的 な学 びが期 待 され て い る。 一 方 で, 知 覚 ・感 受 をす る こ とや

音 楽 表 現 をす る こ とは, すべ て の生 徒 が す ぐに, 容 易 にで き る もの で は な い。 なぜ な ら,

生徒 の音 楽 経 験 の有 無 や 音 楽 に対 す る苦 手 や 困難 さ等 , 生 徒 の これ まで の音 楽 経 験 の積 み

上 げ は、 少 な か らず 音 楽 の授 業 で の姿 勢 や成 績 に影 響 を与 えて い るか らで あ る。

学 習 指 導 要 領 で は, 生 徒 の実 態 に応 じた指 導 の配 慮 につ い て示 され て い る。 た とえ ば,

歌 唱 で は変 声 期 及 び変 声 期 前 後 の生 徒 に対 して , 無 理 の な い声 域 や声 量 で歌 うよ う指 導 す

る。こ こで は発 声 面 だ けで は な く心 理 面 に も十 分 配 慮 す る こ とが 求 め られ て い る。他 に も,

器 楽 や鑑 賞 で は, 一 部 の教 材 の選 定 に関 して 「生 徒 や 学 校 , 地 域 の実 態 な どを考 慮 した上

で」 ( 文 部 科 学 省 2017, p . 111) 内容 を取 り扱 うよ うに示 され て い る。

これ らの配 慮 は生徒 の実 態 に応 じた適 切 な支 援 の方 法 の一 例 で あ る。 実 際 に は, 生 徒 の

実 態 が様 々 で あ る よ うに教 員 が行 う配 慮 , 支 援 , 工 夫 等 も多様 で あ る。 発 達 障 害 や認 知 特

性 に よ って生 徒 が感 じ る学 びづ ら さや, 授 業 を落 ち着 い て受 け る こ と, 授 業 の ペ ー ス に追

い っ くこ とに困難 さ を感 じる生 徒 等 , 音 楽 科 に限 らず どの教 科 で も想 定 され る学 習 上 の課

題 もあ る。 交 流 及 び共 同学 習 の場 とな る こ とが 多 い音 楽 の授 業 で は, 特 別 支 援 教 育 の観 点
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か ら も生 徒 の学 び に個 人 差 が あ る とい う点 へ の理 解 は重 要 で あ る。

以 上 をふ ま え, 筆 者 は, 音 楽 科 にお け る生 徒 の学 びづ ら さ と, 教 師 が感 じ る一 斉 授 業 で

の細 や か な指 導 の難 しさの双 方 へ の ア プ ロー チ が , よ りよい音 楽 の授 業 の実 現 へ の一 助 と

な る と考 えた。 そ して, そ の よ うな課 題 を解 決 す るた め の手 掛 か りと して, ユ ニバ ー サ ル

デ ザ イ ン ( 以 下 , U D ) の視 点 に よ る教 育 に着 目 した。

UD とは 「可 能 な 限 りす べ て の人 が使 用 で き る製 品 と環 境 の設 計 」 (N orth Carolina State

University Center for Universal D esign 1997) を 目指 す建 築 デ ザ イ ンの概 念 で あ る。 この

考 えが教 育 に も影 響 を与 えた。 特 に学 習 面 につ い て は, 学 習 者 の苦 手 や 困難 さへ の ア プ ロ

ー チ方 法 と して注 目を集 め て い る。学 習 にお け るUD の考 え は, 生 徒 が学 びづ ら さを感 じ る

授 業 は決 して珍 しい もの で は な い こ と, そ して教 師 は 目の前 の生 徒 が感 じて い る学 びづ ら

さを察 知 し, 適 切 な指 導 を行 う必 要 が あ る こ とを再 認 識 させ る もの で あ る。 そ して , 授 業

づ く りの具 体 的 な方 策 が提 案 され て い る。

音 楽 の授 業 で児 童 生徒 が感 じる苦 手 意 識 や 学 びづ ら さ に関 す る研 究 は, 既 に多 岐 にわ た

って課 題 とそ の解 決 策 が検 討 され て きた。た とえ ば, 阪井 恵 (2017) や増 田謙 太 郎 (2019)

の文 献 で は, 音 楽 にお け る学 習 者 の多様 な つ まず き をU D の視 点 で捉 え理 解 し, 支 援 や 工 夫

の方 法 を提 示 して い る。 先 行 研 究 や現 行 の学 習 指 導 要領 が示 す 指 導 上 の配 慮 か らは, 音 楽

の授 業 に対 す る生 徒 の苦 手 や 困難 さへ の授 業 者 の理 解 が, 適 切 な支 援 や 工 夫 に繋 が る とい

うこ とが確 認 で き る。そ こで , 筆 者 はUD の視 点 を音 楽 科 にお け る苦 手 や 困難 さの課 題 解 決

へ の手 掛 か りと した。

3 . 研 究 の方 法

( 1 ) 「U D 」• 「音 楽 の授 業 に対 す る苦 手 や 困難 さ」 につ い て の調 査

本 研 究 に関 わ る先 行 研 究 の調 査 と して, 「UD 」 と 「音 楽 の授 業 に対 す る苦 手 や 困難 さ」

を キ ー ワー ドに先 行 研 究 ・文 献 の収 集 及 び整 理 を行 った。 「UD 」 に関 して は, 本 研 究 で は

特 に 「授 業 の ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン ( 授 業 UD ) J と 「Universal D esign for L earning (UD L ) 」

に絞 り, 学 習 にお け るU D の理 論 的枠 組 み の整 理 を した。

「音 楽 の授 業 に対 す る苦 手 や 困難 さ」は, 音 楽 科 にお け るU D の先 行 研 究 及 び文 献 を収 集

し, 先 行 事 例 やU D の視 点 で の音 楽 科 につ い て ま とめ た。

- 62 -



( 2 ) U D の視 点 に よ る音 楽 の授 業 の構 想 及 び実 践

先 行 研 究 に基 づ き整 理 した理 論 的枠 組 み と, 実 習 協 力 校 の実 態 把 握 を基 に, U D の視 点 に

よ る音 楽 の授 業 を構 想 した。本 研 究 で は, 令 和 5 年 度 にA 中学 校 , 令 和 6 年 度 にB 中学 校 で

UD の視 点 に よ る研 究 実 践 を行 った。

( 3 ) 実 践 した授 業 の分 析 • 考 察

授 業 実 践 で使 用 した ワー ク シ ー トを, 各 授 業 の学 習 の 目的 に沿 って生 徒 が どの よ うな記

述 を して い るか分 析 を行 った。 さ らに, U D の視 点 に よ る支 援 ・工 夫 が どの よ うに反 映 され

て い た か検 討 と考 察 を した。

令 和 6 年 度 の実 践 で は授 業 前 後 で 生徒 に ア ンケ ー ト調 査 を実 施 した。 本 研 究 の 「安 心 し

て学 習参 加 す る」こ とを, 生 徒 の音 楽 活 動 へ の 自信 の変 容 か ら検 討 す る こ と と した。ま た,

授 業 内 で使 用 した支 援 ・工 夫 の把 握 , 活 動 選 択 で き る こ とが 自分 自身 に とって よか った か

ど うか を質 問項 目 に入 れ , 生 徒 か ら支 援 ・工 夫 に対 す る評 価 を行 って も らった。

4 . 「UD 」• 「音 楽 の授 業 に対 す る苦 手 や 困難 さ」 につ い て

まず, 授 業 U D - UD L につ い て説 明 す る。授 業 UD とは, 教 育 現 場 か ら発 信 され , 浸 透 し

た キー ワー ドで あ る。 後 に 日本 授 業 UD 学 会 1に よ って 「特 別 な支 援 が必 要 な子 を含 め て,

通 常 学 級 の全 員 の子 が, 楽 し く学 び合 い 『わ か る • で き る • 探 究 す る』 こ とを 目指 す 授 業

デ ザ イ ン」( 日本 授 業 U D 学 会 2021) と定 義 づ け られ た 。多 くの先 行 研 究 • 文 献 2で重 要 視 さ

れ て い る授 業 UD にお け る授 業 構 想 の ポ イ ン トは, 「焦 点 化 」 「視 覚 化 」 「共 有 化 」 で あ る。

続 い て , UD L につ い て で あ る。 UD L は アメ リカ の研 究 団体 Center for Applied Special

Technology (CA ST ) に よ って提 唱 され た概 念 で あ る。 UD L の理 解 に必 要 な ポ イ ン トは,

① カ リキ ュ ラム の障 害 , ② UD L の三 原 則 , ③ ゴー ル の 明確 化 , ④ 学 習者 に とって の 障壁 の

想 定 とオ プシ ョンの提 供 , で あ る (桂 ら 202〇, pp. 50-51) 。① の カ リキ ュ ラム とは, 「学 習

の ゴール ( 目標 ) 」 「方 法 」 「教 材 ・教 具 」 「評 価 」 (CAST 2011, p . 9) の こ とで あ る。UD L

で は, 学 習 にお け る障 害 は, 学 習 者 で は な くカ リキ ュ ラム に あ る と捉 え る。CA ST で は, 学

・ 日本授業UD学会 は2016年に設立 された一般社団法人である。

2 た とえば, 阿部利彦 • 赤坂真二 • 川上康則 • 松久眞実 (2019) pp.10- 11や佐藤隆也 (2018) では, 授業UD O ポイ

ン トとして上記 3 点をとりあげている。

また, 桂聖 (2011) では国語科の授業のユニバーサルデザインのポイン トとして, 第 1 章～第 5 章にかけて詳述 さ

れている。
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習者 を授 業 に適 応 させ て い くの で は な く, 授 業 が学 習 者 に適 応 で き る よ うな柔 軟 な カ リキ

ュ ラム とな る必 要 が あ るの で は な い か と考 え られ て い る。 柔 軟 な カ リキ ュ ラム をつ くるた

め の指 針 と して② の 「U D L の三 原 則 」 が あ る。 これ を基 に, 授 業 者 は, 全 て の学 習 者 が学

習 の ゴール に向 か って学 ぶ こ とが で き るカ リキ ュ ラム をつ くる こ とが の ぞ まれ る。 そ の た

め に, ③ の ゴール の 明確 化 , ④ の学 習者 の学 びづ ら さの想 定 , 障壁 を取 り除 くこ との で き

る代 替 方 法 ( オ プシ ョン) の提 示 が重 要 とな る。 学 習 者 が 自分 に とって最 適 な学 び方 を選

択 す る こ とで, 学 びづ ら さの解 消 と主 体 的 な学 習 参 加 を 目指 す。

「音 楽 の授 業 に対 す る苦 手 や 困難 さ」 につ い て は, 普 段 , 音 楽 の授 業 で扱 わ れ て い る教

材 ・教 具 等 が児 童 生 徒 に どの よ うに有 効 に働 くか を, UD の視 点 で検 討 した。た とえ ば, 読

譜 力 が十 分 で は な い児 童 生 徒 に楽 譜 に階 名 を書 く支 援 の方 法 が あ る。 音 階 や楽 譜 に馴 染 み

の な い児 童 生 徒 に とって , 読 譜 や楽 器 の演 奏 は記 憶 に頼 る部 分 が 多 くな る。 この支 援 は,

記 憶 ば か りに頼 らな い よ うに し, 児 童 生徒 の負 担 を減 らす こ とが で き る。

同様 の視 点 で み る と, 小 学 校 音 楽 科 に は読 譜 に関 す る工 夫 が あ る。 教 育 芸 術 社 の小 学 校

第 1 学 年 の教 科 書 『小 学 生 の お ん が く 1 』 で は, 五 線 譜 を用 いず 階 名 付 きの黒 玉 と休 符 替

わ りの 「・」 の み で 記 譜 され た楽 譜 が挿 入 され て い る。

ま た, 令 和 2 年 以 降 , GIGA ス クール構 想 の下 1 人 1 台端 末 の普 及 に よ り, タ ブ レ ッ ト端

末 や そ の他 コ ン ピ ュー タ ー を含 む I CT の活 用 方 法 は幅 が広 が って い る。 音 楽 科 にお け る作

品 の記 録 もそ の一例 で あ る。 た とえ ば, Chrome M usic L ab が提 供 す る 「Song M aker」, 教

育 芸 術 社 が提 供 す る 「カ トカ トー ン」 とい う音 楽 作 成 ツール が あ る。 これ らは, 音 階 ご と

に色 分 け され たバ ー を組 み合 わ せ , 五 線 譜 を使 用 せ ず に音 楽 づ く りが で き る。 作 品 を記 録

す る機 能 も備 わ って お り, 「カ トカ トー ン」 につ い て は, 音 源 や五 線 譜 の楽 譜 を 自動 作 成 し

記 録 す る こ とが可 能 とな って い る。これ らは, UD の視 点 を出発 点 に普 及 され た もの で はな

い が, ICT の活 用 が, 生 徒 へ の支 援 や 音 楽 科 のUD にお い て必 要 とな る と筆 者 は感 じて い る。

5 , 実 習 協 力 校 で の実 践 と考 察

( 1 ) 本 研 究 にお け る理 論 的枠 組 み

音 楽 の授 業 に苦 手 や 困難 さ を感 じる児 童 生 徒 の実 態 につ い て は, どの学 校 で も授 業 者 が

直 面 す る可 能 性 が あ る。 本 研 究 で は, 生徒 の実 態 とそ の背 景 を把 握 し, 適 切 な支 援 を考 案

す る こ とを試 み た。

そ こで, 上 述 した授 業 UD • UD L をふ ま えて, 本 研 究 にお け る理 論 的枠 組 み を以 下 の と
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お りに設 定 した。 また, 本 研 究 で は音 楽 科 の2領 域 4 分 野 を扱 い研 究 を進 め た。

① 生 徒 の苦 手 や 困難 さ, つ まず きの理 解 と想 定 す る

② ゴール を明確 化 す る

③ 柔 軟 で適 切 な学 び を提 供 す る

( 2 ) A 中学 校 で の実 践

1 ) 器 楽 の ギ タ ー譜 の作 成

A 中学 校 の音 楽 科 で は, 筆 者 が実 習 を開始 した令 和 5 年 度 6 月 の時 期 に 「A表 現 」器 楽 の

授 業 で ギ タ ー が扱 わ れ て い た 。 授 業 観 察 及 び補 助 をす るな か で, 読 譜 につ まず き を持 って

い る生 徒 の様 子 が一 定 数 見 受 け られ た。

授 業 で使 用 して い た の は ダ イ ア グ ラム とい う楽 譜 で あ る。ダ イ ア グ ラム は, 大 半 の人 に と

って はわ か りや す く作 られ て い る。 一 方 で, 勢 線 の羅 列 で構 成 され て い る点 が, 生徒 に ょ

って は位 置 関係 の認 識 しづ ら さを感 じ させ て い る ( 図 1 ) 。 ま た, 記 号 の理 解 , 弦 を何 指 で

押 さ え るか を識 別 , 記 憶 す る とい った, 情 報 処 理 の複 雑 さが あ る と筆 者 は感 じた。そ こで,

授 業 で使 用 して い るダ イ ア グ ラム の視 覚 情 報 を よ り整 理 した ギ タ ー譜 の作 成 を行 った。

ギ タ ー譜 の作 成 に当 た って は, 荒 木 美 香 • 阪井 恵 (2017) を参 考 に し筆 者 が作 成 した ( 図

2 ) 〇まず, 野 線 を識 別 しや す く した。また, 弦 を押 さえ る指 を ダ イ ア グ ラム に示 す こ とで,

生 徒 に とって必 要 な情 報 も追 加 した。 続 い て, 筆 者 が作 成 した ダ イ ア グ ラム で は弾 か な い

弦 を点線 に して記 号 の数 を減 ら し, か つ識 別 が しや す い よ うに試 み た。

図 1 • 従 来 の ダ イ ア グ ラム 図 2 . 視 覚 情 報 を整 理 した ダ イ ア グ ラム

2 ) 鑑 賞 の授 業 実 践 と考 察

A 中学 校 の第 1 学 年 を対 象 に鑑 賞 の授 業 を行 った 。題 材 は 日本 の民 謡 で , 全 2 時 間構成

で あ る。 本 題 材 のU D の ポ イ ン トと実 践 後 の結 果 , 考 察 は以 下 の とお りで あ る。
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本 題 材 で は, 教 材 と して 2 曲 の民謡 を扱 った。 そ の うち の 1 曲 を郷 土 の音 楽 と し, 実 習

協 力 校 の在 籍 地 か ら生 まれ た郷 土 の音 楽 の収 集 と, 教 材 の選 定 を行 った。

本 題 材 の教 材 に対 す る生 徒 の反 応 は好 感 触 で あ った。授 業 の最 後 に 「も う 1 度 聴 きた い」

と要 望 が 出 た り, 口ず さみ な が ら鑑 賞 した りと, 生徒 が郷 土 の音 楽 に親 しむ姿 が み られ た 。

生徒 に とって馴 染 み の な い 日本 民 謡 を題 材 と した が, 教 材 の選 定 に こだ わ り, 生徒 の興 味 ,

関 心 , 学 習 意 欲 を高 め る教 材 と出会 わ せ る こ とが で きた 。

続 い て, ワー ク シー トで は 「書 くこ と」 に苦 手 意 識 の あ る生徒 を視 野 に入 れ , 記 述 欄 に

工 夫 を した。 1 時 間 目の授 業 で は, 民 謡 の 「節 回 し」 「コ ブシ」 を知 覚 す る こ とを 目的 と し

た活 動 を行 った。 そ の際 に, 自分 の捉 えた歌 い方 を記 述 す る項 目 を設 けた。 記 述 に あ た っ

て は文 字 に限定 せ ず, 線 で書 き表 して も よい こ と と した。

授 業 後 , 生 徒 の記 述 内容 を確 認 す る と, 言 葉 , 線 の どち らか一 方 や そ の両 方 を用 い て 自

分 の聞 き取 った歌 の特 徴 を表 現 して い た。 線 の み で記 述 した生 徒 は, 全 員 波 線 を書 い て い

た。 授 業 中 にそ れ は何 を表 して い るの か授 業 者 が直 接 問 う と, 「声 の揺 れ」 「声 の震 え」 と

回答 し, 口頭 で言 語 化 が で きて い た。 授 業 内 の生徒 観 察 と併 せ て, 生徒 が歌 い方 に焦 点 を

当 て て知 覚 が で きて い た こ とが わ か る。 歌 声 は本 来 目 に は見 え な い もの で あ り, そ の特 徴

の言 語 化 を難 しい と思 う生徒 は少 な くな い。 特 徴 はわ か って い るが言 葉 で表 現 す る こ とが

難 しい と感 じて い る生徒 へ の支 援 と して も, 適 切 で あ った と考 え る。

( 3 ) B 中学 校 で の実 践

1 ) 歌 唱 の授 業 実 践

B 中学 校 の第 1 学 年 を対 象 に歌 唱 の授 業 を行 った。題 材 は «浜 辺 の歌 » で全 3 時 間構 成 で

あ る。 本 題 材 のUD の ポ イ ン トは以 下 の 2 点 で あ る。

第 一 に, 本 題 材 で は全 3 時 間 を通 して の 「題 材 の ゴー ル 」 と 「題 材 の ゴー ル に 向 けた各

時 間 の ゴー ル 」 を設 定 した。

第 二 に, つ まず きの想 定 とオ プシ ョ ンの提 供 を行 った。 本 題 材 で は, 曲 の音 取 りの活 動

(第 1 次 ) と音 楽 の構 造 を理 解 す る活 動 (第 2 次 ) で オ プシ ョンを提 供 した。 オ プシ ョ ン

の考 案 に は, 島根 大 学 教 育 学 部 附属 義 務 教 育 学 校 が独 自 に開 発 ・実施 して い る FShimafu シ

ー ト」 を活 用 した。3 本 稿 で は, そ の 内容 を整 理 して示 す。

3 「Shimafu シー ト」 は, 学習指導計画 を 「学習活動」 「全ての生徒の到達 目標」 「学びの多様性 (生徒の困難 さ ・

つまずき • 願い) 」 「活動の支援 ・工夫」の4 項 目に分 けられた学習指導計画表である。
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第 1 次 の音 取 りの活 動 にお け るオ プシ ョンの提 供 で は, 生 徒 のつ まず き を項 目A ～D に

分 類 し, 各 項 目 に対 す る活 動 の支 援 ・工 夫 を用 意 した (表 1 ) 。

表 1 . 音 取 りの活 動 で予 想 され るつ まず き と支 援

生徒 の 困難 さ ・つ まず き • 願 い 活 動 の支 援 ・工 夫

A 一度 聴 い た だ けで は覚 え られ な い。 オ プシ ョン① ：

タ ブ レ ッ トで 音 源 を何 回 も

聴 くこ とが で き る。
B 自分 のペ ー ス で練 習 した い。 オ プシ ョン② ：

個 人 で練 習 す る。C 一 人 で もで き る。

D 一 人 で は練 習 が 出来 ない。 オ プシ ョン③ : 先 生 と一緒 に 陳習 す る

タ ブ レ ッ トで音 源 を聴 い て練 習 す るオ プシ ョ ンにつ い て は, ク ロー ム ブ ッ ク を活 用 し,

生 徒 が 自分 の タ イ ミングで繰 り返 し聴 くこ とが で き る よ う, 楽 譜 付 き音 源 を提 供 した。

続 い て, 第 2 次 で は, 生 徒 が 曲 の強 弱 の変 化 , 旋 律 や伴 奏 の音 の動 き に どの よ うな工 夫

が あ るか考 え, 理 解 す る こ とを 目的 と した。 そ こで, 読 譜 力 が十 分 で は な い生徒 , 曲 を聴

くだ けで は音 楽 の特 徴 を捉 え る こ とが難 しい と感 じる生 徒 へ オ プシ ョンを提 供 した (表 2 ) 。

表 2 . 音 楽 の構 造 を理 解 す る活 動 で予 想 され るつ まず き と支 援

生徒 の困難 さ • つ まず き • 願 い 活 動 の支 援 ・工夫

A
音楽 を聴 いた り,

楽 譜 を見 た だ けで はわ か らな い。

オ プシ ョン① : 楽譜 や音源 を使 う

オ プシ ョン② : 映像 付 きの音楽 を用 意 す る。

B 一 人 で は活 動 に取 り組 め な い。 オ プシ ョン③ : 旋 律 ・伴 奏 を可視 化 す る活 動 を用 意 す る。

2 ) 創 作 の授 業 実 践

B 中学 校 の第 2 学 年 を対 象 に創 作 の授 業 を行 った。教 材 は教 育 芸 術 社 『中学 生 の音 楽 上 』

pp.36-37掲 載 の 「My M elody」, 全 1 時 間構 成 で あ る。

本 題 材 のU D の ポ イ ン トと して, まず ゴール の 明確 化 を行 った。本 題 材 で は, 言 葉 の抑 揚

にあ った旋 律 をつ くる こ とを 目的 と した。

続 い て, つ まず きの想 定 とオ プシ ョ ンの提 供 を行 った。 今 回 の授 業 で は本 時 の メ イ ンの

活 動 とな る, 創 作 活 動 で オ プシ ョンを用 意 した。 詳 細 は以 下 の とお りで あ る。

オ プシ ョ ン① ; 視 覚 情 報 の提 示

ワー クシ ー トの記 入 方 法 が わ か らな い, 旋 律 創 作 の活 動 の見 通 しが持 ち に くい生 徒 へ の

支 援 で あ る。電 子 黒 板 にス ラ イ ドを提 示 し, 生 徒 が活 動 の手 立 て にで き る よ う工 夫 を した。
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オ プシ ョン② : タ ブ レ ツ トの使 用

ク ロー ム ブ ッ ク に, 小 節 数 , 拍 子 , テ ンポ や リズ ムが設 定 され たSong M aker O URL を授

業 者 が配 布 した。楽 譜 に馴 染 み の な い生 徒 へ 負 担 が な い よ うに配 慮 した オ プシ ョ ンで あ る。

オ プシ ョン③ : 言 葉 の抑 揚 や音 の高 低 の可 視 化 をす る活 動 の提 案

言 葉 の抑 揚 や音 の高 低 を可 視 化 す る活 動 で あ る。 ワー クシ ー トに, 言 葉 の抑 揚 を生 徒 が

可 視 化 で き る よ うにす るた め の記 入 欄 を設 けた。

( 4 ) 実 践 した授 業 の分 析

1 ) 歌 唱及 び創 作 の ア ンケ ー ト調 査 につ い て

歌 唱及 び創 作 の授 業 で は, 毎 時 間 , Google 7 オー ム を使 用 して生 徒 に事 前 • 事 後 ア ンケ

ー トを実 施 した。 ア ンケ ー トは, 以 下 の 内容 を筆 者 が確 認 す る こ とを 目的 と した。

まず, 生 徒 の歌 唱 (旋 律 創 作 ) に対 す る 自信 の変 容 につ い て で あ る。 歌 唱 で は «浜 辺 の

歌 » の音 取 りと, 音 楽 の構 造 を理 解 す る こ とに対 す る 自信 の変 容 を見 た。また, 創 作 で は,

旋 律 創 作 に対 す る生徒 の 自信 が どの よ うに変 化 して い った か, 4 件 法 を用 い て確 認 した。

いず れ も, 授 業 前 後 で生 徒 の 自信 は 向上 の傾 向 が あ った。 ま た, 各 結 果 を有 意 水 準 5 %

未 満 と し, 対 応 の あ る t 検 定 , ー 要 因分 散 分 析 を行 った と ころ, 全 て に有 意 差 が み られ た。

続 い て, 生 徒 が授 業 内 に使 用 した オ プ シ ョ ンを把 握 した。 歌 唱 で は, 音 取 り, 音 楽 の構

造 を理 解 す る活 動 の双 方 にお い て, 多 くの生徒 が オ プシ ョ ンを使 用 して い た こ とが わ か っ

た。一 方 , 創 作 の授 業 で は, オ プシ ョ ンを使 用 した生 徒 は半 数 程 度 で あ る こ とが わ か った。

最 後 に, オ プシ ョ ンに対 す る評 価 を ア ンケ ー トで調 査 した。 歌 唱 , 創 作 と もに, 活 動 の

方 法 を選 択 で き る こ とが 「自分 に とって よか った」 と回答 した生 徒 が 8 割 を超 えて い た。

2 ) 実 践 した授 業 の考 察

ア ンケ ー ト結 果 , ワー ク シー トの記 述 内容 等 をふ ま えて, 授 業 実 践 を考 察 す る。 まず,

生徒 の 自信 に変 化 が あ った とい う点 は, 授 業 前 後 で生 徒 が 自分 の取 り組 み を振 り返 る こ と

が で きて い た と考 え られ る。 そ こに は, ゴール の設 定 と提 示 を した こ とで , 生徒 に とって

授 業 内容 や活 動 の 目的 が 明確 とな り, 目標 に沿 った活 動 で きた の で は な い か と推 察 す る。

続 い て, UD 化 した授 業 につ い て の考 察 をす る。まず, 生 徒 の つ まず きへ の支 援 と して用

意 した オ プシ ョンは, 生徒 か ら肯 定 的 な評 価 を得 られ た。 これ は, 筆 者 が生 徒 の つ まず き

を正 確 に想 定 し, オ プシ ョンが生 徒 に とって適 して い る もの だ った と考 え られ る。

歌 唱 の授 業 内 の生 徒 観 察 で は, 生 徒 が徐 々 に積 極 的 にオ プシ ョ ンを使 うよ うにな って い
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た こ とが確 認 で きて い る。 オ プシ ョンの使 い方 に慣 れ て い くこ とに よ って, 生 徒 が 自分 自

身 に合 って い る学 び方 を模 索 , 選 択 す る こ とが で き る よ うにな った とい え る。

ま た, 創 作 分 野 の授 業 で は, オ プシ ョン を用 意 して い た が, 授 業 内 で使 用 す る生 徒 が少

な か った。 しか し, 活 動 の方 法 が選 べ る こ とにつ い て 「よか った」 と感 じた生徒 は過 半 数

を超 えて い た。 そ の理 由 と して, ① 対 象 学 年 の生 徒 に はオ プシ ョ ンは必 要 な か った, ② 各

オ プシ ョ ンに慣 れ る時 間 が必 要 で あ った, ③ 筆 者 が用 意 した オ プシ ョ ン以 外 に生 徒 に適 し

た支 援 が あ った, とい うこ とが考 え られ る。 今 回 は友 達 に頼 りな が ら創 作 活 動 を進 め た生

徒 が 多 か った。オ プシ ョンを使 用 す る よ りも, 近 くの友 達 に頼 る こ とが で き る とい うの は,

対 象 学 年 の生 徒 た ち が 日頃 か ら良 好 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ン を とって い るか ら こそ で あ る。

生 徒 の姿 か ら, 教 材 • 教 具 の支 援 の他 , 人 的環 境 を良 く して い くこ と も生 徒 の学 びづ ら さ

の解 消 に必 要 で あ る と気 づ か され た。

6 . 本 研 究 の意 義 と課 題

本 研 究 で は, 中学 校 音 楽 科 を対 象 と しUD の視 点 に よ る授 業 づ く りを行 った。音 楽 科 にお

け る授 業 UD やU D L の実 践 は先 行 研 究 が少 な く, 特 に 中学 校 音 楽 科 の研 究 は限 られ て い た。

そ の よ うな 中 で , 中学 校 を対 象 に音 楽 科 のU D を テ ー マ に実 践 研 究 を行 った こ とが, まず 本

研 究 の大 きな意 義 で あ る と考 え る。 そ の上 で本 研 究 の成 果 を改 め て 3 点 に ま とめ る。

第 一 に, 音 楽 の授 業 をUD 化 す る こ との有 効 性 につ い て で あ る。U D の視 点 に よ る理 論

的枠 組 み は, 授 業 づ く りの ポ イ ン トと して そ の ま ま反 映 させ る こ とが で き る。 題 材 に よ っ

て, 教 材 ・教 具 の工 夫 や学 習 の ゴール の設 定 に差 異 は あれ ど, 明確 な視 点 を もっ こ とで,

生 徒 が学 びづ ら さを感 じな い授 業 づ く りが で き る可 能 性 を示 す こ とが で きた。 これ は, 本

研 究 で音 楽 科 の全 領 域 に着 手 し, 領 域 に関係 な く UD の視 点 に よ る授 業 づ く りの効 果 を得

る こ とが で きた こ とが 裏 付 け とな る。

第 二 に, 音 楽 科 のUD を理 解 す る にあ た って, 視 覚 情 報 を整 理 した ギ タ ー譜 の作 成 を行

った。 筆 者 が作 成 した ギ タ ー譜 は, ダ イ ア グ ラム をベ ー ス に少 し手 を加 え るだ けの もの で

あ り, ダイ ア グ ラム 自体 はわ か りや す くで きて い た。UD の視 点 で何 らか の手 立 て を施 す

こ とは, 既 存 の物 の良 さ を活 か しな が ら, ほ ん の少 しで も気 を利 かせ , 工 夫 をす れ ば, 予

想 以 上 の効 果 が得 られ る こ とが わ か った 。

以 上 の こ とか ら, U D の視 点 で教 材 ・教 具 を捉 え る こ とで, 今 の音 楽 の授 業 で使 用 され て

い る もの が どの よ うなつ まず き を持 つ児 童 生 徒 に対 して効 果 を発 揮 す るか, 検 討 が で きた。
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この こ とは, 生 徒 の実 態 の応 じた適 切 な支 援 を行 う うえで重 要 な視 点 で あ る と考 え る。

第 三 に, 本 研 究 は, 授 業 UD の ポ イ ン トで あ る 「視 覚 化 」 に よ って得 られ た効 果 が大 きか

った。 ワー ク シー トの レ イ ア ウ トを整 え る こ と, 指 示 をス ラ イ ドに示 す こ と等 , 授 業 づ く

りの 「視 覚 化 」に よ って学 習 の展 開 が ス ム ー ズ に な り, 生 徒 が混 乱 せ ず 授 業 に臨 め て い た。

さ らに, 鑑 賞 で 民 謡 の節 回 し等 を線 で表 す こ とや, 歌 唱 で 「浜 辺 の歌 」 の音 楽 の構 造 を

可 視 化 す る こ と等 , 音 楽 そ の もの を 「視 覚 化 」 す る工 夫 を施 す こ とが で きた。

ア ンケ ー ト調 査 か ら, そ れ らの工 夫 を 「わ か りや す か った」「よい と思 った」 と感 じ る生

徒 が 多 い こ とが わ か り, 音 楽 の授 業 にお け る視 覚 情 報 の重 要 性 も明 らか とな った。

ま た, 研 究 を進 め て い くな か で課 題 点 も見 つ か った。

第 一 に, 筆 者 の授 業 経 験 の少 な さで あ る。 今 回 の授 業 実 践 で は, 筆 者 の授 業 者 と して の

ス キル の未 熟 さか らデ ー タ の収 集 に不 足 が あ った。 授 業 者 と して の力 が も っ とあ れ ば, 本

研 究 とは異 な る結 果 と課 題 が 明 らか とな った か も しれ な い。

第 二 に, 学 習 内容 の定 着 と活 用 が で きて い た か, とい う点 で あ る。 本 研 究 で は, 生 徒 の

学 習 参 加 を促 す 一 助 と してUD の視 点 で音 楽 の授 業 づ く りを検 討 した 。 2 年 間 の研 究 を通

して, 実 践 研 究 で は生 徒 の学 習 参 加 を促 す こ とが で きた と考 えて い る。

一 方 で, 授 業 UD - U D L で は, 児 童 生徒 の学 習 参 加 は研 究 の入 り口 に過 ぎず, 児 童 生徒 が

学 力 の定 着 を させ , 活 用 が で き る よ うに な る こ とまで 見 据 え られ て い る。 本 研 究 で は, 音

楽 科 のU D の ス タ ー トラ イ ンに立 つ研 究 で あ り, そ の先 の検 証 まで は行 って い な い。今 後 ,

音 楽 科 のUD を実 現 して い くた め に は, 研 究 手 法 の習 熟 に も努 め て い か な けれ ば な らな い。
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